
 10％以上乖離の要因 資料４

①

②

率

③(＝⑤)

④

率

ニーズ調査 上乗せ分 計 ニーズ調査 上乗せ分 計 ニーズ調査 上乗せ分 計

⑤ 644 258 902 1,873 295 2,168 2,517 553 3,070

479 172 651 1,125 178 1,303 1,604 350 1,954

165 86 251 748 117 865 913 203 1,116

⑥ 839 64 903 1,102 197 1,299 1,941 261 2,202
区
分 839 64 903 1,102 197 1,299 1,941 261 2,202

1,483 322 1,805 2,975 492 3,467 4,458 814 5,272

322 0 492 0 814 0

▲ 2.2

推計児童数

実児童数

差 ②－①

▲ 0.2▲ 6.0（②/①-1）×100

合　計

1,805

1,697

▲ 108

3,467

3,459

▲ 8

5,272

5,156

▲ 116

４・５歳３歳

≪乖離の要因≫

①計画策定「推計児童数」と『実児童数』との差（３歳児）

②「推計児童数」を『量の見込み』としたことによる。

◆表１　平成28年度 児童数比較（計画策定「推計児童数」と『実児童数』）

３歳 ４・５歳

区
分

２号認定

⑦（⑤＋⑥） 計

差 ①－⑦

計

１号認定

２号認定

◆表２　平成28年度　量の見込み・入園児童数比較（計画策定「量の見込み」と『入園等児童数』）

入園等児童数

902

595

2,168

1,686

3,070

2,281

３歳 ４・５歳 合　計

量の見込み

差 ④－③ ▲ 307 ▲ 482 ▲ 789

（④/③-1）×100

◇表２別表　量の見込み算出（「推計児童数」＝『量の見込み』）

幼稚園希望

保育所希望

▲ 34.0 ▲ 22.2 ▲ 25.7


